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【
本
部
・
友
成
京
介
記
】
11
月

4
日
、
新
宿
駅
東
口
ア
ル
タ
前
で

都
内
の
労
働
組
合
青
年
部
の
メ
ン

バ
ー
が
結
集
、
今
年
で
5
年
目
と

な
る
宣
伝
行
動
・
東
京
ジ
ャ
ッ
ク

を
行
な
い
ま
し
た
。
参
加
は
23
団

体
80
人
、
東
京
土
建
は
8
支
部
20

人
で
し
た
。

当
日
は
時
折
雨
の
降
る
あ
い
に

く
の
天
気
で
し
た
が
、
参
加
者
は

「
8
時
間
働
け
ば
暮
ら
せ
る
賃
金

を
」
な
ど
の
プ
ラ
カ
ー
ド
を
持
っ

て
元
気
よ
く
ア
ピ
ー
ル
。
最
賃
・

労
働
法
制
の
チ
ラ
シ
を
折
り
込
ん

だ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
は
、
昨
年
西
口
で

行
な
っ
た
取
り
組
み
と
比
べ
倍
近

く
の
配
布
と
な
り
ま
し
た
。
若
者

に
向
け
た
働
き
方
シ
ー
ル
ア
ン
ケ

ー
ト
で
は
「
有
給
休
暇
を
使
っ
て

い
な
い
」
が
約
半
数
、
ま
た
8
割

以
上
が
自
分
の
給
料
に
満
足
し
て

い
な
い
実
態
が
明
ら
か
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

で
は
「
雇
い
止
め
」
「
有
給
が
使

え
な
い
」
な
ど
切
実
な
相
談
が
相

次
ぎ
ま
し
た
。

各
組
合
の
代
表
が
行
な
っ
た
リ

レ
ー
ト
ー
ク
で
は
、
東
京
土
建
青

年
部
の
栄
大
翔
書
記
長
が
マ
イ
ク

を
握
っ
て
建
設
労
働
者
の
現
状
と

現
場
改
善
を
す
す
め
て
い
る
組
合

活
動
を
報
告
、
「
若
者
の
団
結
す

る
チ
ャ
ン
ス
は
労
働
組
合
に
あ

る
、
新
宿
で
働
く
若
い
み
な
さ
ん

も
労
働
組
合
に
加
入
し
ま
し
ょ

う
」と
力
強
く
訴
え
か
け
ま
し
た
。

仲間と一緒に、マイクで訴える栄書記長佃弁護士の報告を聞く参加者

11
月
9
日
、
東
京
地
裁
で
首
都

圏
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
東
京
2

陣
の
第
25
回
期
日
の
法
廷
が
開
か

れ
ま
し
た
。
9
月
の
大
阪
高
裁
勝

利
判
決
後
、
東
京
で
は
初
め
て
の

法
廷
で
し
た
。
11
時
か
ら
参
議
院

議
員
会
館
で
開
か
れ
た
報
告
集
会

で
、
弁
護
団
事
務
局
長
の
佃
俊
彦

弁
護
士
は
「
今
日
と
1
月
の
法
廷

は
重
要
。
原
告
個
々
の
主
張
が
で

そ
ろ
い
、
被
告
側
の
認
否
が
あ
っ

て
、
裁
判
官
の
判
決
作
成
上
の
争

点
が
整
理
さ
れ
、
結
審
が
可
能
に

な
る
」
と
話
し
ま
し
た
。

原
告
か
ら
の
決
意
表
明
が
の
べ

ら
れ
た
後
、
統
一
本
部
の
清
水
謙

一
事
務
局
次
長
は
「
こ
の
種
の
訴

訟
は
上
級
裁
判
所
に
進
む
に
し
た

が
っ
て
、
判
決
内
容
が
悪
く
な
る

の
が
一
般
的
だ
が
、
建
設
ア
ス
ベ

ス
ト
は
よ
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

は
私
た
ち
の
運
動
の
成
果
で
あ

り
、
確
信
に
し
よ
う
」
と
し
た
上

で
、
①
地
域
宣
伝
用
の
新
チ
ラ
シ

作
成
と
活
用
、
②
最
高
裁
公
正
判

決
署
名
・
全
面
解
決
要
請
署
名
の

開
始
と
推
進
、
③
被
告
企
業
へ
の

交
渉
要
請
行
動
、
④
国
会
議
員
へ

の
賛
同
拡
大
な
ど
の
行
動
を
提
起

し
ま
し
た
。

72
年
前
の
日
本
国
憲
法
公
布
日

に
あ
た
る
11
月
3
日
に
、
「
こ
の

憲
法
で
未
来
を
つ
く
る
11
・
3
国

会
前
行
動
」
が
開
催
、
1
万
8
0

0
0
人
の
市
民
（
東
京
土
建
は
1

8
3
人
）
が
集
結
し
ま
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
福
山
真
劫

さ
ん
は「
臨
時
国
会
が
開
会
さ
れ

た
。安
倍
政
権
は
森
友
、加
計
問
題

の
真
相
を
隠
し
続
け
、
ト
ラ
ン
プ

の
言
い
な
り
で
軍
事
予
算
を
拡
大

し
て
、そ
の
上
で
消
費
税
を
上
げ

る
。貧
困
と
格
差
の
拡
大
を
広
げ

る
政
権
は
絶
対
に
許
せ
な
い
」
と

あ
い
さ
つ
の
中
で
話
し
ま
し
た
。

各
界
か
ら
の
ス
ピ
ー
チ
で
は
東

大
教
授
の
小
森
陽
一
さ
ん
が
「
歴

史
を
思
い
起
こ
し
て
ほ
し
い
。
2

0
0
4
年
に
9
条
の
会
が
発
足
し

た
時
、
世
論
調
査
で
は
65
％
が
改

憲
に
賛
成
だ
っ
た
が
、
そ
の
後
の

運
動
で
反
対
が
過
半
数
を
占
め
、

第
1
次
安
倍
政
権
を
追
い
落
と
し

た
。2
0
0
7
年
の
一
斉
地
方
選
、

参
議
院
選
で
、
政
権
与
党
が
負
け

た
こ
と
が
崩
壊
に
つ
な
が
っ
た
。

来
年
は
干
支
が
一
回
り
し
て
、
同

じ
よ
う
な
構
図
と
な
る
。
3
0
0

0
万
人
署
名
な
ど
を
強
化
し
て
、

再
び
安
倍
政
権
を
打
倒
し
よ
う
」

と
訴
え
ま
し
た
。

集
会
に
参
加
し
た
豊
島
支
部
の

間
辺
美
恵
子
さ
ん
は
「
父
を
戦
争

で
な
く
し
て
い
る
。平
和
が
大
切
。

9
条
は
絶
対
に
変
え
さ
せ
て
は
い

け
な
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

11
月
6
日
、
全
建
総
連
東
京
都

連
合
会
は
衆
議
院
第
2
議
員
会
館

内
で
「
さ
ら
な
る
消
費
税
増
税
に

反
対
、
消
費
税
率
10

％
へ
の
引
き
上
げ
を

阻
止
す
る
地
元
国
会

議
員
要
請
行
動
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
参

加
は
7
組
合
67
人
（
東
京
土
建
は

46
人
）
で
し
た
。

行
動
の
前
段
の
集
会
で
、
菅
原

良
和
委
員
長
、
山
本
享
税
対
部
長

の
挨
拶
に
続
い
て
、
来
賓
と
し
て

駆
け
つ
け
た
、
宮
本
徹
・
山
添
拓

（
共
産
）
、
末
松
義
規
（
立
憲
）
、

青
木
愛
（
自
由
）
、
福
島
み
ず
ほ

（
社
民
）
ら
国
会
議
員
か
ら
連
帯

の
挨
拶
を
受
け
ま
し
た
。

全
建
総
連
か
ら
報
告
を
行
な
っ

た
小
林
正
和
税
対
部
長
は
、
政
府

が
軽
減
税
率
に
よ
る
1
兆
円
の
税

収
減
の
穴
埋
め
を
、
医
療
費
負
担

の
軽
減
の
見

送
り
や
た
ば

こ
税
増
税
で

7
0
0
0
億

円
を
ま
か
な

い
、
残
る
3
0
0
0
億
円
を
免
税

事
業
者
が
課
税
事
業
者
に
切
り
替

わ
る
こ
と
で
補
お
う
と
し
て
い
る

こ
と
を
紹
介
。
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

導
入
の
狙
い
を
明
ら
か
に
す
る
と

と
も
に
、
こ
れ
で
は
消
費
税
の
滞

納
が
増
え
る
一
方
だ
と
批
判
し
、

「
今
、
上
げ
る
状
況
で
は
な
い
、

全
建
総
連
で
消
費
税
増
税
阻
止
の

緊
急
行
動
を
取
り
組
む
の
で
協
力

し
て
ほ
し
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

集
会
閉
会
後
、
「
消
費
税
増
税

中
止
、イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
見
直
し
、

中
低
所
得
者
へ
の
所
得
税
増
税
を

す
る
な
」
と
、
参
加
者
は
議
員
要

請
行
動
を
行
な
い
ま
し
た
。

プラカードを掲げコールする
江戸川支部の参加者ら

【
本
部
・
村
松
加
代
子
記
】
11

月
4
日
、「
東
京
オ
リ
・
パ
ラ
に
お

け
る
建
設
労
働
者
の
『
尊
厳
と
人

権
』
を
確
立
す
る
た
め
の
国
際
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
94
人
の
参
加
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
（
主
催
：
東
京

オ
リ
・
パ
ラ
建
設
国
際
シ
ン
ポ
実

行
委
員
会
﹇
建
設
首
都
圏
共
闘
、

生
公
連
、
建
設
政
策
研
究
所
﹈）。

日
本
か
ら
は
、
松
本
久
人
建
設

首
都
圏
共
闘
議
長
（
東
京
土
建
副

委
員
長
）
が
、
新
国
立
競
技
場
の

労
働
条
件
の
一
部
改
善
を
勝
ち
取

っ
た
報
告
を
行
な
い
ま
し
た
。
海

外
か
ら
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
建

設
・
林
野
・
鉱
山
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

労
組
（
Ｃ
Ｆ
Ｍ
Ｅ
Ｕ
）
の
ア
ン
ド

リ
ュ
ー
・
サ
ザ
ー
ラ
ン
ド
建
設
一

般
部
門
書
記
次
長
、ユ
ナ
イ
ト（
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
）
の
ゲ
イ
ル
・
カ
ー

ト
メ
イ
ル
書
記
次
長
が
報
告
。
オ

リ
・
パ
ラ
の
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
労
組
が
関
与
す
る
こ
と
を
強

く
求
め
実
現
し
た
こ
と
、
団
体
協

約
や
覚
書
な
ど
に
基
づ
き
建
設
労

働
者
の
賃
金
・
労
働
条
件
や
安
全

衛
生
を
確
保
し
た
こ
と
な
ど
を
話

し
ま
し
た
。

各
国
、
労
使
関
係
の
あ
り
方
や

労
働
組
合
の
社
会
的
影
響
力
に
違

い
は
あ
り
ま
す
が
、
現
在
、
競
技

施
設
工
事
が
進
む
日
本
の
建
設
労

働
者
、
労
働
組
合
に
と
っ
て
意
義

深
い
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
し
た
。

「日本のどこにもオスプレイ
いらない！！」とアピール

10
月
27
日
、
福
生
市
多
摩
川
中

央
公
園
で
横
田
基
地
に
オ
ス
プ
レ

イ
は
い
ら
な
い
10
・
27
東
京
大
集

会
が
開
催
さ
れ
、2
0
0
0
人（
東

京
土
建
は
2
5
8
人
）
が
参
加
し

ま
し
た
。

荻
原
淳
東
京
地
評
議
長
は
主
催

者
挨
拶
で
、
「
10
月
か
ら
横
田
基

地
に
配
備
さ
れ
た
Ｃ
Ｖ
―
22
オ
ス

プ
レ
イ
は
人
口
密
集
地
で
米
国
内

で
は
で
き
な
い
危
険
な
訓
練
を
繰

り
返
し
て
お
り
、
許
し
が
た
い
。

小
池
都
知
事
は
米
軍
に
対
し
て
毅

然
と
し
た
態
度
で
意
見
を
表
明
す

べ
き
だ
」
と
批
判
し
、
横
田
基
地

を
出
撃
拠
点
化
さ
せ
る
こ
と
を
断

固
拒
否
し
よ
う
と
訴
え
ま
し
た
。

諸
団
体
が
リ
レ
ー
ト
ー
ク
を
行

な
い
、
高
校
生
平
和
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

の
女
子
高
生
は
、「
高
校
生
平
和
集

会
で
沖
縄
の
高
校
生
が
辺
野
古
基

地
反
対
で
が
ん
ば
っ
て
い
る
こ
と

を
知
っ
た
。
私
も
辺
野
古
基
地
は

反
対
、
オ
ス
プ
レ
イ
の
横
田
配
備

に
も
反
対
」
と
発
言
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
集
会
ア
ピ
ー
ル
を
大

き
な
拍
手
で
採
択
し
、
横
田
基
地

に
向
か
っ
て「
基
地
は
い
ら
な
い
、

オ
ス
プ
レ
イ
な
く
せ
」
と
ア
ピ
ー

ル
行
進
を
行
な
い
ま
し
た
。

旗を持つゲイルさん（右から2人目）、
アンドリューさん（右から4人目）、松
本副委員長（左から4人目）

求

人

オスプレイいらない

若
者
は
労
組
に
加
入
を

若
者
は
労
組
に
加
入
を

高校生も元気に決意表明

ア
ル
タ
前
で
青
年
８０
人
で
訴
え

松本副委員長が新国立報告
五輪で国際シンポ

９
条
変
え
さ
せ
な
い

１
万
８
千
人
市
民
が
国
会
包
囲

新チラシ、署名活用を
全面解決求める

や
め
ろ
消
費
税
１０
％

東
京
都
連
で
国
会
議
員
に
要
請

ア
ス
ベ
ス
ト


